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　田舎いなかのおばあさんから、送おくってきたりんごがもう二つになってしまいました。

「政まさちゃんなんか、一日にちに三つも、四つも食たべるんだもの。」

「僕ぼくなんか、そんなに食たべやしない。勇いさむちゃんこそ三つも四つもたべたんだい。」

　二人ふたりは、いい争あらそいました。そして、残のこった二つのりんごを、どちらが大おおきいか、めいめいでにらんでいました。

　一つは、いくぶんか大おおきいが、色いろが青あおかったのです。一つは、小ちいさいが、赤あかくて美うつくしく見みえました。

「僕ぼく、この大おおきなほうを取とろうや。」と、弟おとうとの政まさちゃんが、すばしこく手てを出だして、大おおきなりんごを握にぎろうとしました。

「それは、おれのだい。」

　兄あにの勇いさむちゃんは、政まさちゃんの小ちいさな手てでつかんだ、りんごを奪うばってしまいました。

　さあ、たいへんです、二人ふたりは、そこでつかみ合あいがはじまりました。畢竟つまり、年としの少すくない政まさちゃんは、かないませんでした。

「お母かあさん、僕ぼくのりんごを兄にいさんが奪とってしまったんですよ。」

　泣なきながら、政まさちゃんは、お母かあさんのところへ訴うったえてゆきました。

「うそですよ、お母かあさん。僕ぼくは、大おおきいから、大おおきいのを取とったのです。政まさちゃんは、小ちいさいから、小ちいさいのを取とるのがあたりまえなんですね。」と、勇いさむちゃんは、つづいて、お母かあさんのところへやってきました。

「そんなことは、きまっていません。政まさちゃんの持もっているものを、なんで無理むりに奪とったりするんですか。」

　お母かあさんは、こういう場合ばあいには、小ちいさいものより、兄にいさんをしかるのがつねでした。

　勇いさむちゃんは、手てに、青あおい大おおきなりんごをしっかりと握にぎっていました。そして、お母かあさんの裁判さいばんを、不平ふへいそうな顔かおつきをして、うつむいて聞きいていました。

「田舎いなかのおばあさんは、僕ぼくに、送おくってくださったんでしょう。」と、政まさちゃんが、いいました。

「いいえ、みんなに送おくってくださったのです。」

「それみろ、政まさちゃんは、自分じぶんひとりのものだと思おもっているからいけないんだ。」

「あんな小ちいさいの、やだい。」

　政まさちゃんは、からだをゆすって、だだをこねました。

「もう一つのを、持もっておいで。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。

「僕ぼく、あんな小ちいさいのは、やだい。」と、政まさちゃんは、いいながら、紅あかいりんごを持もってきました。

「まあ、きれいなりんごだこと、ちょっとお見みせなさい。」

　お母かあさんは、目めをみはって、りんごをごらんになりました。

「こんな、きれいなりんごが、どうしていけないの。あんな青あおいりんごより、よっぽどいいじゃないの。」

「小ちいさいじゃないか。」

　政まさちゃんも、さっき、小ちいさいが美うつくしいから、どちらを取とろうかと考かんがえていたくらいですから、お母かあさんにそういわれると、なるほど、青あおいりんごより、小ちいさくても、このほうがいいように思おもわれてきました。

「これを上手じょうずに写生しゃせいしてごらんなさい。」

　政まさちゃんは、学校がっこうで、先生せんせいが、こんどなんでも持もってきて、図画ずがの時間じかんに写生しゃせいしてもいいと、おっしゃったことを思おもい出だしました。

「僕ぼく、これを学校がっこうへ持もっていって写生しゃせいしてもいいの。」

「みごとに描かけたら、おばあさんに送おくっておあげなさい。どんなにお喜よろこびなさるかしれませんよ。」

　政まさちゃんの機嫌きげんは、すっかり直なおりました。このとき、勇いさむちゃんは、とっくに大おおきなりんごを持もって出でてしまって、いなかったのであります。

「おなかが痛いたい。」

　勇いさむちゃんは、朝あさ起おきると、腹はらを押おさえていいました。

「おなかが痛いたいの、どうしたんでしょうね。」

「ああ、おなかが痛いたい。」

「きっと、おなかを冷ひやしたのでしょう。」

　お母かあさんは、心配しんぱいして、勇いさむちゃんのようすを見みていられました。

「ああわかった。お母かあさん、兄にいさんは、きのうりんごの皮かわをむかないで食たべたからでしょう。ばちがあたったのだ。」

　そばで、政まさちゃんが、いいました。

「だまっておれ。」と、勇いさむちゃんは、怒おこりました。

「ばちがあたったのだ。」

　政まさちゃんは、いいました。腹はらを押おさえて、すわっていた勇いさむちゃんが、飛とび上あがって、政まさちゃんを追おいかけました。

「お母かあさん──。」

「生意気なまいきいうからだ。」

　政まさちゃんの呼よぶ声こえと、勇いさむちゃんの、とっちめている声こえとが、もつれてきこえてきました。

「けんかをする元気げんきがあれば、だいじょうぶです。」と、お母かあさんは、笑わらっていらっしゃいました。

　二人ふたりは、お膳ぜんの前まえにすわりました。

「もうおなかがなおった？」と、お母かあさんは、おききになりました。

「まだ、ちっと痛いたい。」

「お母かあさん、学校がっこうが休やすみたいからですよ、休やすましてはいけませんよ。」と、政まさちゃんがいいました。

「だれが、休やすむといった。」と、勇いさむちゃんは、政まさちゃんをパチンとたたきました。

「ご飯はんをたべるときまで、けんかをするのですか。」

　お母かあさんにしかられて、やっと、二人ふたりは静しずかになりました。そして、ご飯はんをたべて、学校がっこうへ出でかけました。

　政まさちゃんは、あの赤あかい、美うつくしいりんごを紙かみに包つつんで、学校がっこうへ持もってゆきました。

「きれいなりんごだね。」

　図画ずがの時間じかんに、小野おのがふり向むいて、いいました。

「こんなりんごは、めったに見みないね。どこで買かってきたんだい。」と、隣となりの山田やまだが、ききました。

「田舎いなかのおばあさんから、送おくってきたんだ。」と、政まさちゃんが、答こたえました。

「たくさん送おくってきたんかい。」

「ああ、たくさん送おくってきたんだ。」

「いいなあ。」

「だけど、みんな食たべてしまって、もうこれきりないんだ。」

「なあんだ、それじゃつまんないな。」

　このときです、先生せんせいが、大おおきな声こえで、

「横よこを見みたり、話はなしをしたりせんで、上手じょうずにおかきなさい。」と、おっしゃいました。

　政まさちゃんは、うまく描かけて、いいお点てんをもらったら、おばあさんのところへ送おくってあげて、見みせようと思おもったので、一所懸命しょけんめいで描かきはじめました。

　つぎは、算術さんじゅつの時間じかんでした。ベルが鳴なって、みんな教室きょうしつにはいったときです。

「僕ぼくに、りんごをおくれよ。」と、山田やまだがいいました。

「僕ぼくが、もらう約束やくそくをしたんだい。」と、小野おのがいいました。

　政まさちゃんは、二人ふたりが、ほしいというので困こまってしまいました。

「ジャンケンおやりよ。」

　政まさちゃんの机つくえの上うえにのっていたりんごを、ふいに小野おのが取とってしまいました。

「ずるいやい。」と、叫さけんで、山田やまだが、それを奪うばい返かえそうとしました。ちょうど、昨日きのう、政まさちゃんが、兄あにの勇いさむちゃんに向むかってやったと同おなじことです。

　そのとき、もう先生せんせいは、教室きょうしつにおいでになって、じっと二人ふたりが、りんごを奪うばい合あっているのを見みていられました。二人ふたりは、大騒おおさわぎをしていました。知しらなかった政まさちゃんが、気きがつくと、

「先生せんせいが。」と、注意ちゅういしました。

　二人ふたりは、びっくりして、争あらそうのをやめたけれど、遅おそかったのです。

「小野おのも、山田やまだも、こっちへくるんだ。」と、先生せんせいは、おそろしい顔かおつきをなさいました。

「さあ、女おんなの組くみへいって勉強べんきょうせい。」

　みんなは、女おんなの組くみへやられるのが、罰ばつの中なかでもいちばん苦くるしかったのです。山田やまだは真まっ赤かな顔かおをして、先生せんせいに引ひきずられるようにして、連つれてゆかれたけれど、小野おのは柱はしらにつかまって、動うごきませんでした。先生せんせいは、小野おののわきの下したをこそぐりました。

　それでも、我慢がまんをして、はなれまいと柱はしらにしがみついたのです。お席せきから、くすくす笑わらう声こえが起おこりました。

「よし、そこに、いつまでもそうやっておれ。」と、山田やまだ一人ひとりをつれてゆかれました。

「小野おの、この間あいだに、逃にげっちまえよ。」

「逃にげたら、後あとで、よけいにしかられるぞ。」

　政まさちゃんは、この赤あかいりんごから、たいへんなことが起おこったものだと、りんごを拾ひろって、かばんの中なかに入いれてしまいました。

　小野おのが、教壇きょうだんの上うえに立たたされて、頭あたまをかいていると、女おんなの尾沢先生おざわせんせいが、山田やまだをつれて教室きょうしつにはいってこられました。

「これから気きをつけて、騒さわがないといいますから、どうぞ、こんどだけは、許ゆるしてあげてくださいまし。」と、あやまってくださいました。

「もう、きっと気きをつけるね。じや、尾沢先生おざわせんせいに、お礼れいを申もうしなさい。」と、先生せんせいは、山田やまだにいわれました。

　山田やまだは、顔かおを赤あかくして、頭あたまを下さげました。そして、山田やまだだけは、お席せきにはいって、みんなといっしょに勉強べんきょうすることを許ゆるされたけれど、小野おのは、先生せんせいのいうことをきかなかったばかりで、時間じかんの終おわるまで、そこに立たたされていました。

「勇いさむちゃん、りんごをあげようか。」

　学校がっこうから帰かえると、政まさちゃんはいいました。

「りんご？」といって、勇いさむちゃんは、かけてきました。

「きのうのりんごじゃないか。政まさちゃんは、どうして食たべないのだい。」

「どうしても、僕ぼくたべたくないのだ。」

「おかしいな。」

　お母かあさんも、赤あかいりんごをごらんになって、

「ほんとうに、くいしんぼうの政まさちゃんが、どうしてたべなかったの。」と、おっしゃいました。

　政まさちゃんは、このりんごを学校がっこうで小野おのと山田やまだが奪うばい合あって、先生せんせいに立たたされたことを思おもい出だしました。それを考かんがえると、家うちに帰かえって、かばんからとり出だしたけれど、どうしても食たべる気きが起おこらなかったのです。田舎いなかのおばあさんから送おくっていただいただけに、捨すてることもできなかったのでした。

　そのお話はなしをすると、勇いさむちゃんは、

「僕ぼく、そんなりんごをたべるのはいやだ。」といって、あちらへいってしまいました。

「まあ、よくけんかの起おこるりんごですね。このことを田舎いなかのおばあさんにいってあげようかしらん。おばあさんは、きっと兄弟きょうだいげんかをするようなら、もうこれから送おくらないとおっしゃるでしょう。」

「もう、けんかをしないから、そんなことをいってやっちゃ、いやだよ。」

　お母かあさんは、笑わらって、おうなずきになりました。

　このとき、ドン、ドン、と、外そとの方ほうで太鼓たいこの音おとがしました。

「政まさちゃん、りんごをさるにおやりよ。」と、勇いさむちゃんが、入いり口ぐちから、のぞいて、いいました。政まさちゃんは、赤あかいりんごを持もって、かけ出だしてゆきました。政まさちゃんは、赤あかいりんごをさるにやりました。

　さるは、りんごをもらって、よろこんで、さるまわしの背中せなかにおぶさりながら、コスモスの咲さく、垣根かきねに添そって、あちらの方ほうへと見みえなくなったのであります。
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